
市
民
の
声
で
開
か
れ
た

新
し
い
国
づ
く
り
へ
の
扉

　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
１
１
年
１
月
25
日
、
エ
ジ
プ
ト

の
首
都
カ
イ
ロ
中
心
部
の
タ
ハ
リ
ー

ル
広
場
―
。普
段
は
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
場
所
が
、
こ

の
日
を
境
に
一
変
し
た
。そ
の
要
因
と

な
っ
た
の
は
、
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
（
当

時
）
の
長
期
政
権
が
生
ん
だ
雇
用
問
題

や
経
済
格
差
。市
民
の
不
満
は
デ
モ
や

暴
動
と
い
う
形
で
噴
出
し
、
あ
っ
と
い

う
間
に
全
国
に
広
ま
っ
た
。

　
そ
し
て
２
月
11
日
、
約
30
年
に
わ
た

っ
た
ム
バ
ラ
ク
政
権
は
倒
れ
た
。タ
ハ

リ
ー
ル
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
解
放
の
意

味
。文
字
通
り
、
市
民
は
こ
の
広
場
か

ら
自
ら
の
〝
解
放
〞
を
勝
ち
取
っ
た
の

だ
。待
ち
望
ん
で
い
た
〝
春
〞
の
到
来

―
。つ
い
に「
民
主
化
」へ
の
扉
が
開
か

れ
た
。

　
し
か
し
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
主
義

体
制
を
執
っ
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
。誰
も

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
民
主
化
」
を

実
現
す
る
に
は
、
当
然
、
道
先
案
内
人

が
必
要
に
な
る
。そ
ん
な
中
、
真
っ
先

に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
日
本
だ

っ
た
。そ
う
、
エ
ジ
プ
ト
が
求
め
て
い

た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
試
行

錯
誤
を
経
て
成
長
を
遂
げ
て
き
た
日

本
の
経
験
。「
国
際
社
会
か
ら
多
く
の

支
援
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
政
治
的

な
思
惑
が
あ
る
国
も
多
い
。こ
れ
ま
で

一
切
の
内
政
干
渉
な
し
に
ア
ラ
ブ
諸

特集 アラブの春

国
を
真
摯
に
支
援
し
て
く
れ
た
日
本

に
、
ぜ
ひ
と
も
支
援
を
頼
み
た
い
」
と

フ
ァ
イ
ザ
・
ア
ブ
ル
ナ
ガ
計
画
・
国

際
協
力
大
臣
が
直
々
に
要
請
し
て
き

た
の
だ
。

　
エ
ジ
プ
ト
が
ま
ず
、
新
た
な
国
づ
く

り
に
向
け
て
着
手
し
た
の
が
「
５
カ
年

社
会
・
経
済
計
画
」
の
策
定
だ
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
７
月
か
ら
鳴
尾
眞
二
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
株
式
会
社
鳴
尾
総
合

研
究
所
）
を
開
発
計
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
派
遣
、
そ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス

を
支
援
し
て
い
る
。

　
計
画
策
定
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
、
政

変
後
の
再
編
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
計

画
・
国
際
協
力
省
。鳴
尾
専
門
家
は
各

省
庁
が
実
施
す
る
政
策
と
計
画
の
一

貫
性
を
図
る
た
め
、
関
係
省
庁
の
代
表

者
を
集
め
て
「
開
発
計
画
策
定
委
員

会
」
を
設
立
。鳴
尾
専
門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
の
下
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
５
カ
年
社
会
・
経
済
計
画
」は
、
２

０
１
２
年
か
ら
５
年
間
で
、
産
業
政

策
、
国
土
総
合
開
発
、
人
材
開
発
を
３

本
柱
に
「
雇
用
の
創
出
を
通
じ
た
安
定

成
長
社
会
」
を
目
指
そ
う
と
い
う
も

の
。日
本
の
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」

（
１
９
６
１
年
）な
ど
、
戦
後
実
施
さ
れ

た
14
回
の
経
済
計
画
が
モ
デ
ル
に
な

っ
て
い
る
。「
日
本
は
戦
後
、
政
府
主
導

で
経
済
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

民
間
を
初
め
て
ア
ク
タ
ー
と
し
て
盛

り
込
ん
だ
の
が
国
民
所
得
倍
増
計
画

で
し
た
。そ
の
後
の
発
展
は
誰
も
が
知

っ
て
い
る
通
り
で
す
」
と
鳴
尾
専
門

家
。現
在
、
エ
ジ
プ
ト
の
就
業
人
口
は

75
％
が
民
間
に
集
中
。民
間
セ
ク
タ
ー

の
発
展
な
く
し
て
経
済
の
回
復
は
実

現
で
き
な
い
と
、
外
資
・
技
術
導
入
、

中
小
企
業
の
育
成
な
ど
を
通
じ
て
民

間
企
業
の
能
力
強
化
を
図
っ
て
い
く

計
画
だ
。

　
ま
た
人
材
開
発
で
は
、
現
場
で
即
戦

力
と
な
る
人
材
を
効
率
的
に
育
成
す

べ
く
、
日
本
で
採
用
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｊ

Ｔ
※
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
導
入
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。ま
た
計
画
を
策
定
す
る

だ
け
で
な
く
、
計
画
推
進
に
不
可
欠
な

エジプトの政府関係者に地方財
政について説明する鳴尾専門家
（左から2人目）

焼き打ちの跡が残る
旧政権与党の国民
民主党ビル（上）、タ
ハリール広場から同
ビルを臨む（下）

日
本
の
経
験
を

エ
ジ
プ
ト
の
開
発
計
画
に

7月のエジプトの選挙支援セミナーで、民主化と政治制度について講演したNPO
法人に日本政治総合研究所の白鳥理事長（右から2人目）。日本の経験について
多くの質問が投げ掛けられた

11月末の日本の研修で政府系シンクタンクの社会的役割と政策提言の機能に
ついて話を聞くエジプトの政府関係者

公正で透明な政治を
実現するために

エ ジ プト＆ チ ュ ニ ジ ア

from EGYPT & TUNISIA

今、アラブ諸国が目指す道は、
国民一人一人の声を反映した民主主義。

ＪＩＣＡは公正な政治と行政運営を実現すべく、
国際社会に先立って積極的な支援を展開している。

※実際の業務を通じて、必要な技術、知識、態度や価値観などを
身に付けさせる教育訓練の方法。“On the Job Training”の略。

エジプト人スタッフと新しい選挙区割りについて話し合う黒田専門家（左）

エジプト

チュニジア
カイロ
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民
主
化
に
つ
な
が
る

選
挙
支
援

11月末の研修では国会議事堂や地方自治体などを訪問。計画・国際協力省のファラハット博士は「日本の中央・地方での産学官スキームの実例を視察し、世界のどこにもな
いユニークな資本主義社会を形成しているように感じた」と話した

チュニジア国営テレビ放送公社の職員を
対象に、放送機材の問題点とその解決の
方向性について説明する室井さん（左）

特集 アラブの春

具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
案
、
実
効

性
を
持
た
せ
る
た
め
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
方
法
や
実
施
の
具
体
的
方
策
に

つ
い
て
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
予
定
。

11
月
末
に
は
政
府
関
係
者
が
来
日
し
、

日
本
の
経
済
・
社
会
の
仕
組
み
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
国
民
経
済
計

算
の
整
備
を
目
的
に
関
連
デ
ー
タ
の

収
集
・
解
析
方
法
に
つ
い
て
も
指
導
。

国
民
経
済
計
算
は
、
国
の
経
済
指
標
と

な
る
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど
を

算
出
す
る
計
算
方
法
だ
が
、
現
在
エ
ジ

プ
ト
に
は
国
民
経
済
統
計
を
統
括
す

る
組
織
・
機
能
が
十
分
確
立
し
て
い

な
い
。そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
国
連
が

定
め
る
基
準
に
従
い
、
計
画
・
国
際
協

力
省
の
職
員
と
協
働
で
、
産
業
連
関
表

や
国
民
貸
借
対
照
表
な
ど
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
計
画
・
国
際
協
力

省
で
国
民
経
済
計
算
に
従
事
す
る
サ

レ
ム
・
コ
ト
ボ
さ
ん
は
、「
日
本
の
資

本
主
義
経
済
は
ア
ラ
ブ
諸
国
と
は
大

き
く
異
な
る
。世
界
最
高
水
準
の
日
本

の
経
済
統
計
を
参
考
に
、
そ
の
違
い
の

背
景
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
む
。

　　　
開
発
計
画
の
策
定
に
先
行
し
て
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
３
月
か
ら
黒
田
一
敬
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
を
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
。民

主
化
の
カ
ギ
と
な
る
選
挙
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。「
エ
ジ
プ
ト
の
ア

ラ
ブ
の
春
は
、
２
０
１
０
年
の
汚
職
だ

ら
け
の
選
挙
へ
の
不
満
が
発
端
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
な
ど
で
も
選
挙

支
援
の
経
験
が
あ
る
黒
田
専
門
家
は

説
明
す
る
。

　
７
月
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
政
府
関
係

者
30
人
を
対
象
に
、
政
治
資
金
や
選
挙

制
度
の
在
り
方
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。そ
の
中
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
政
治
総
合
研
究
所
の
白

鳥
令
理
事
長
は
、「
献
金
自
体
は
国
民

の
政
治
参
加
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ

き
だ
が
一
定
の
規
制
と
情
報
公
開
が

必
要
」
と
提
言
。献
金
が
汚
職
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
明
確
な
監
視
制
度
が

必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。ま
た
、
参

加
者
か
ら
質
問
の
あ
っ
た
複
数
政
党

制
に
つ
い
て
は
、「
政
党
の
数
が
多
く

な
る
と
し
て
も
、
国
民
の
選
択
肢
を
広

げ
る
た
め
に
す
べ
て
の
政
党
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
た
。

　
有
権
者
へ
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

Ｉ
Ｄ
を
入
力
す
る
と
自
分
の
投
票
所

が
分
か
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。投
票
方

法
が
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い

る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
制
作

し
、
ネ
ッ
ト
上
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に

も
し
た
。さ
ら
に
、
有
権
者
が
区
別
し

や
す
い
よ
う
に
投
票
用
紙
を
ピ
ン
ク

（
比
例
代
表
制
）
と
白
（
小
選
挙
区
制
）

に
色
分
け
す
る
な
ど
、
J
I
C
A
は
投

票
率
の
向
上
と
無
効
票
の
減
少
の
た

め
の
工
夫
を
提
案
し
て
い
る
。

　
政
変
直
後
か
ら
約
８
カ
月
間
、
エ
ジ

プ
ト
人
関
係
者
と
苦
労
を
共
に
し
て

き
た
黒
田
専
門
家
は
「〝
壊
す
よ
り
立

て
直
す
方
が
も
っ
と
難
し
い
〞
と
い
う

こ
と
は
彼
ら
も
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。

で
も
、
そ
の
わ
り
に
は
皆
、
晴
れ
が
ま

し
い
顔
を
し
て
い
る
の
が
印
象
的
」
だ

と
い
う
。11
月
末
か
ら
新
政
府
の
方
向

性
を
左
右
す
る
人
民
議
会
選
挙
が
始

ま
っ
た
エ
ジ
プ
ト
。「
選
挙
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
で
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
も

良
い
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
」と
期
待
し
て
い
る
。

　
一
連
の
民
主
化
運
動
の
発
端
と
な

っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
、
暫
定
政
権
が

か
じ
を
取
り
、
旧
ベ
ン
・
ア
リ
政
権
の

立
憲
民
主
連
合
に
有
利
だ
っ
た
か
つ

て
の
選
挙
体
制
を
一
新
。自
由
・
公
平

性
・
透
明
性
・
民
主
的
の
４
つ
の
観

点
か
ら
、
国
際
基
準
に
準
じ
た
選
挙
を

目
指
す
と
い
う
方
向
性
が
打
ち
出
さ

れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
６
月

に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
独
立
高
等
選
挙
機
構

と
協
働
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。こ
こ
で

も
白
鳥
理
事
長
が
日
本
の
経
験
を
踏

ま
え
、
公
的
資
金
投
入
の
必
要
性
や
選

挙
資
金
に
対
す
る
会
計
監
査
の
必
要

性
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
提
出
時

期
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。ま

た
、
政
治
資
金
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

手
段
と
し
て
、
法
制
度
と
情
報
公
開
の

重
要
性
を
指
摘
。特
に
情
報
公
開
に
関

し
て
は
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
が
強
調
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
も
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
選
挙
時
の
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
に
特
化
し
た
９
月
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
小
林
孝
雄
・
東
洋
英
和
女
学
院
大

学
教
授
が
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

の
選
挙
報
道
を
事
例
に
、
選
挙
告
示

前
、
選
挙
運
動
期
間
、
投
票
終
了
後
の

各
段
階
で
の
報
道
方
法
に
つ
い
て
講

演
。株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
イ
テ
ッ
ク
海

外
事
業
部
の
室
井
謙
三
チ
ー
フ
エ
ン

ジ
ニ
ア
は
国
営
テ
レ
ビ
放
送
公
社
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
対
象
に
、
選
挙
時
の
報

道
体
制
や
有
権
者
に
分
か
り
や
す
い

番
組
づ
く
り
に
効
果
的
な
Ｃ
Ｇ
技
術

な
ど
を
伝
え
た
。

　
そ
し
て
10
月
23
日
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で

は
、
革
命
後
初
と
な
る
、
新
し
い
憲
法

を
制
定
す
る
た
め
の
制
憲
議
会
選
挙

が
行
わ
れ
た
。日
本
政
府
は
10
月
21
〜

24
日
に
か
け
て
浜
田
和
幸
外
務
大
臣

政
務
官
を
団
長
と
す
る
選
挙
監
視
団

を
派
遣
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
富
澤
隆

一
チ
ュ
ニ
ジ
ア
事
務
所
長
ら
が
参
加
。

チ
ュ
ニ
ス
県
内
と
近
郊
、
ナ
ブ
ー
ル
県

の
８
つ
の
投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
･

開
票
に
お
け
る
手
続
き
・
規
則
の
遵

守
、
作
業
の
透
明
性
・
公
正
性
・
効
率

性
、
警
察
･
軍
の
活
動
内
容
、
投
票
所

内
で
の
選
挙
妨
害
・
不
正
の
有
無
な

ど
の
観
点
か
ら
選
挙
の
監
視
を
行
い
、

公
正
か
つ
透
明
に
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。11
月
22
日
に

は
制
憲
国
民
議
会
の
第
1
回
会
合
で

議
長
が
、
12
月
12
日
に
は
同
議
会
で
暫

定
大
統
領
が
選
出
。さ
ら
に
、
12
月
14

日
に
は
暫
定
大
統
領
に
よ
り
暫
定
政

府
首
相
が
任
命
さ
れ
、
新
し
い
政
治
体

制
が
本
格
的
に
動
き
出
そ
う
と
し
て

い
る
。

　
ア
ラ
ブ
の
春
か
ら
１
年
。一
歩
ず
つ

前
進
し
て
い
る
エ
ジ
プ
ト
と
チ
ュ
ニ

ジ
ア
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
彼
ら
の
民
主
化
に

向
け
た
想
い
を
支
え
、
今
後
も
中
長
期

的
な
支
援
を
続
け
て
い
く
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で

透
明
性
の
あ
る
選
挙
が
実
現

チュニジア選挙日本監視団として有権者と意見交換するJICAチュニジア事務所の富澤所長（左）と私市正年・上智大学教授（左から2人目）
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